
アメリカの好き放題にされる日本
安保条約・地位協定・年次改革要望書

洛
西
生
協
前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

29
日
行
動
に
参
加
を

２
月
29
日(

木
）

午
後
4
時
か
ら

4
時
30
分

境
谷
本
通

福
西
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通

生
協
角

主
催
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西
平
和
ネ
ッ
ト
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西
平
和
ネ
ッ
ト

発
行

２
０
２
４
年
２
月
15
日

事
務
局
連
絡
先
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Ｅ
Ｌ
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０
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７
８
８
５
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◎
大
阪
万
博
は
中
止
し
て
震
災
被
災

者
救
援
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

https://9zyo.com/

戦
争
反
対

２
月
19
日
戦
争
法
廃
止
宣
伝

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
軍
拡
進
め
る
岸
田
政
権
、

集
団
的
自
衛
権
で
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
引
き

ず
り
込
む
、
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
ま
し
ょ
う

２
月
19
日(

月
）

午
後
5
時
～
5
時
30
分

阪
急
桂
駅
西
口

午
後
6
時
30
分
か
ら
市
役
所
前
で
宣
伝
・
デ
モ
も
あ
り
ま
す

よ
び
か
け

西
京
九
条
の
会
連
絡
会
・
洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

米
軍
が
空
を
支
配
・
危
険
な
羽
田
空
港

今
年
の
正
月
は
京
都
で
も
大
き
く
揺
れ
た
能
登
半

島
地
震
に
始
ま
り
２
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
旅
客
機
と
海
上

保
安
庁
の
救
難
機
が
滑
走
路
で
衝
突
す
る
と
い
う
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故

の
原
因
は
様
々
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
遠
因
と
も
云

え
る
、
日
本
の
航
空
機
が
入
れ
な
い
米
軍
横
田
空
域

に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
は
一
切
報
道
を
し
ま
せ
ん
。

羽
田
空
港
へ
の
離
発
着
は
横
田
空
域
と
い
う
「
巨

大
な
空
の
壁
」
が
あ
る
た
め
、
民
間
航
空
機
は
東
京

湾
を
急
旋
回
し
な
が
ら
高
度
を
上
げ
、
飛
び
越
え
る

危
険
な
飛
行
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
衝
突
事
故
が
羽
田
空
港
お
よ
び
上
空
で
起
き

て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

横
田
空
域
と
は

首
都
圏
か
ら
関
東
・
中
部
地
方

に
か
け
て
、
東
京
・
神
奈
川
・

埼
玉
・
群
馬
の
ほ
ぼ
全
域
、
栃

木
・
新
潟
・
長
野
・
山
梨
・
静

岡
の
一
部
、
福
島
の
ご
く
一
部
、

合
わ
せ
て
1
都
9
県
に
ま
た
が

り
、
南
北
最
長
約
３
０
０
キ
ロ
、

東
西
最
長
約
１
２
０
キ
ロ
の
広

い
地
域
の
上
空
を
す
っ
ぽ
り
と

覆
う
巨
大
な
空
域
で
す
。

衆
院
・
予
算
委
員
会
議
録
第
12
号(

H
31
年
2

月
22
日)

で
穀
田
議
員
が
、
「
横
田
空
域
の
航
空

管
制
業
務
を
米
軍
に
行
わ
せ
て
い
る
根
拠
は
何

か
」
と
質
問
。
河
野
外
相(

当
時)

は
、
「
１
９

７
５
年
5
月
の
航
空
管
制
に
係
る
日
米
合
同
委

員
会
合
意
が
、
米
軍
が
そ
の
航
空
管
制
業
務
な

ど
空
域
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
の
法
的
根
拠
で

あ
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
主
権
に
関
す
る
重
要
事
項
が
、
国
会

の
関
与
も
な
く
、
日
米
合
同
委
員
会
と
い
う
密

室
で
決
め
ら
れ
、
覚
書
ま
で
交
わ
し
、
秘
密
裏

に
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
に
異
常
な
特
権
を
与
え
る
地
位
協
定
の

抜
本
的
見
直
し
は
急
務
で
す
。

憲
法
集
会

５
月
３
日

午
後
１
時
30
分
よ
り

円
山
音
楽
堂
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